まさに 私に とって、 この 地上に 生きて ゆく こと は、 

各 瞬間が 底知れぬ 戦慄に 満ち 満ちて ゐる やう だ。 それ 

から、 日毎 人間の 心の なかで 行 はれる 惨劇、 人間の 一 

人 一 人に 課せられて ゐる ぎりぎりの 苦悩 さう いつ 

たもの が、 今 は 烈しく 私の なかで 疼く。 それらに よく 

耐へ、 それら を 描いて ゆく ことが 私に できる であらう 

ゝ o 

力 

嘗て 私 は 死と 夢の 念 想に とら はれ 幻想 風な 作品 や 幼 

年 時代の 追憶 を 描いて ゐた。 その 頃 私の 書く もの は殆 

ど 誰から も 顧みられなかった の だが、 ただ 一人、 その 

貧しい 作品 を まるで 狂気の 如く 熱愛して くれた 妻が ゐ 



底本： 「日本の 原爆 文学 1」 ほる ぷ 出版 

1983 (昭和お) 年 8 月 ー 日 初版 第一 刷 発行 

初出 ： 「群像」 

1949 (昭和お) 年 4 月 号 

入力 ： ジ ェ ラス ガイ 

校正 ： 門 田裕志 

2 002 年 7 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



